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（４月１日付けの係長級以上の異動者）令和２年度 人事異動令和２年度 人事異動
氏　名 新　　職 前　　職

副　町　長

高 橋 径 夫 副町長 理　事

参　　　与
衣 斐 良 治 参与 総括部長

高 橋 義 弘 技術参与 再任用

部　長　級

吉 田 好 宏 総務部長兼危機管理監 総務部　次長兼財政課長

今 枝 文 雄 企画部長 企画部　次長兼政策広報課長

橋 本 眞 澄 産業建設部長 産業建設部　次長兼上下水道課長

坂 下 久 幸 議会事務局長 住民福祉部付（部長級）（揖斐広域
連合派遣）

次　長　級
宮 野 正 臣 総務部　次長兼財政課長 総務部　次長兼総務防災課長

土 川 　 靖 総務部　次長兼税務課長 総務部　税務課長

土 屋 英 俊 企画部　次長兼政策広報課長 住民福祉部　住民生活課長

林　　　千恵美
住民福祉部　次長兼健康福祉
課長兼地域包括支援センター
長

住民福祉部　健康福祉課　揖斐
川保健センター長兼藤橋国民健
康保険診療所・坂内国民健康保
険診療所事務長

藤 原 雅 司 産業建設部　次長兼建設課長 岐阜県

岩 間 眞 二 産業建設部　次長兼上下水道
課長

住民福祉部　次長兼健康福祉課
長兼地域包括支援センター長

池 田 　 毅 産業建設部　次長兼産業振興
課長 岐阜県

河 瀬 浩 治 教育委員会　次長兼教育振興
課長 谷汲振興事務所　地域振興課長

三 島 晃 照 住民福祉部付（次長級）（揖斐
広域連合派遣） 教育委員会　次長兼教育振興課長

課　長　級
松 井 孝 二 総務部　総務防災課長 住民福祉部　子育て支援課長

高 橋 直 樹 企画部　まちづくり推進課
スポーツ推進室長

企画部　まちづくり推進課
未来戦略室　課長補佐

田 島 孝 二 住民福祉部　住民生活課長 企画部　まちづくり推進課
スポーツ推進室　主幹

安 江 瑞 穂
住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター長兼藤橋国
民健康保険診療所・坂内国民
健康保険診療所事務長

住民福祉部　健康福祉課
揖斐川保健センター　主幹

廣 瀬 喜 彦 住民福祉部　健康福祉課付
（課長級）（社会福祉協議会派遣） 再任用

栗 田 俊 彦 住民福祉部　子育て支援課長 総務部　財政課　課長補佐

古 野 利 仁 産業建設部　産業振興課付
（課長級）（揖斐郡森林組合派遣） 再任用

所 　 貴 宏 会計管理者兼会計課長 教育委員会　教育振興課　課長
補佐

高 橋 茂 盛 教育委員会　教育振興課
学校給食センター所長 再任用

岡 部 治 久 谷汲振興事務所地域振興課長 産業建設部　上下水道課　主幹

久 野 賀 弘 藤橋振興事務所長心得兼地域
振興課長 総務部　総務防災課　課長補佐

山 口 勝 彦 坂内振興事務所長兼地域振興
課長 再任用

主　幹　級

竹 山 信 博 総務部　財政課　主幹 総務部　財政課　課長補佐

土 屋 和 久 総務部　税務課　主幹　 総務部　税務課　課長補佐

松 本 幸 久 企画部　政策広報課　水源地
域ビジョン推進事務所　主幹　

企画部　観光文化戦略課　揖斐
川歴史民俗資料館　主幹

小 寺 淳 一 産業建設部　建設課　主幹　 産業建設部　産業振興課　主幹

小 森 　 明 産業建設部　建設課
用地対策監 産業建設部　建設課　課長補佐

上 田 　 憲 教育委員会　教育振興課
主幹 企画部　政策広報課　課長補佐

長 屋 和 宏 教育委員会　教育振興課
主幹 岐阜県

片 岡 和 子 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園（園長）主幹　

住民福祉部　いび幼児園（園長）
主幹

高 橋 美 保 住民福祉部　いび幼児園（園
長）主幹　

住民福祉部　さかうち幼児園（園
長）主幹

林 　 恵 美 住民福祉部　子育て支援セン
ター　主幹

住民福祉部　やまと・きたがた
幼児園（園長）主幹

氏　名 新　　職 前　　職
課長補佐級

横 平 　 淳 総務部　財政課　課長補佐 総務部　総務防災課付（課長補
佐級）（岐阜県市町村課派遣）

神 谷 秀 一 総務部　総務防災課
課長補佐

企画部　まちづくり推進課
課長補佐

若 原 輝 幸 総務部　総務防災課
課長補佐

産業建設部　産業振興課
課長補佐

北 野 茂 樹 総務部　税務課　課長補佐 再任用

七 種 典 威 企画部　まちづくり推進課
課長補佐 岐阜県

松 波 好 和 企画部　まちづくり推進課
課長補佐 再任用

窪 田 匡 市 企画部　まちづくり推進課
未来戦略室　課長補佐

企画部　まちづくり推進課
未来戦略室　係長

松 野 興 伸 企画部　観光文化戦略課
課長補佐 再任用

坪 井 公 師 住民福祉部　住民生活課
課長補佐

住民福祉部　住民生活課
係長

森 本 幸 晴 住民福祉部　住民生活課
課長補佐 再任用

増 元 洋 成 産業建設部　建設課
課長補佐 産業建設部　建設課　係長

高　橋　富士夫 産業建設部　上下水道課
課長補佐

企画部　まちづくり推進課
スポーツ推進室　課長補佐

永 井 和 直 産業建設部　上下水道課
課長補佐

産業建設部　上下水道課
係長

竹 中 正 和 産業建設部　産業振興課
課長補佐

産業建設部　建設課
課長補佐

小 寺 良 英 春日振興事務所　地域振興課
課長補佐

久瀬振興事務所　地域振興課
課長補佐

高 橋 良 尚 坂内振興事務所　地域振興課
課長補佐

企画部　政策広報課　水源地域
ビジョン推進事務所　課長補佐

河 瀬 隆 子 住民福祉部　きよみず幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部　たにぐみ幼児園
（園長）課長補佐

高 橋 一 恵 住民福祉部　たにぐみ幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部　きよみず幼児園
（園長）課長補佐

係　長　級
土 本 雅 代 総務部　財政課　係長 総務部　財政課　主査

山 本 智 代 総務部　総務防災課　係長 総務部　総務防災課　主査

高 橋 由 利 総務部　総務防災課付（係長
級）（岐阜県市町村課派遣）

久瀬振興事務所　地域振興課
係長

河 村 里 奈 総務部　総務防災課付（係長級）
（養基小学校保育所組合派遣）

産業建設部　産業振興課
主査

高 橋 康 弘 総務部　総務防災課付（係長
級）（経済産業省派遣）

総務部　総務防災課付（主査
級）（経済産業省派遣）

宮 脇 憲 輔 企画部　政策広報課　係長 企画部　観光文化戦略課
係長

木野村　　　亨 企画部　政策広報課　係長 産業建設部　上下水道課
係長

松 尾 和 由 企画部　観光文化戦略課
係長 企画部　政策広報課　係長

高 橋 正 宗 住民福祉部　住民生活課
係長

住民福祉部　住民生活課付
（主査級）（後期高齢者医療広
域連合派遣）

宮 腰 美 和 住民福祉部　健康福祉課
係長

住民福祉部　健康福祉課
主査

田 中 千 佳 住民福祉部　健康福祉課付
（係長級）（揖斐広域連合派遣）　

住民福祉部　住民生活課
係長

吉 田 美 貴 住民福祉部　子育て支援課
係長

住民福祉部　子育て支援課　
主査

浅 野 広 光 産業建設部　建設課　係長 谷汲振興事務所　地域振興課
係長

原 　 武 弘 産業建設部　建設課　係長 産業建設部　建設課付（主査
級）（揖斐土木事務所派遣）

宇佐美　みゆき 産業建設部　上下水道課
係長

住民福祉部　健康福祉課
係長

清 水 善 之 産業建設部　上下水道課
係長

住民福祉部　住民生活課
係長

二 宮 　 焦 産業建設部　産業振興課
係長

総務部　総務防災課付（係長級）
（養基小学校保育所組合派遣）

矢　野　陽一郎 産業建設部　産業振興課
係長

久瀬振興事務所　地域振興課
係長

今 井 克 喜 久瀬振興事務所　地域振興課
係長

春日振興事務所　地域振興課
係長
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令
和
３
年
度
採
用
職
員
募
集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

〇
一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大

学（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
令

和
３
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

〇
保
育
士

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、
ま
た

は
令
和
２
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の

方
）

■
受
付
期
間

　

５
月
７
日（
木
）
～
６
月
５
日（
金
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

７
月
12
日（
日
）

　

場
所　

岐
阜
県
立
加
納
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、
専
門
試
験（
保
育
士

の
み
）、
事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
８
月
下
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　
９
月
上
旬（
予
定
）

　

内
容　

面
接
試
験
、
論
文
試
験
お
よ
び
集

団
討
論

■
最
終
合
格
発
表　
９
月
下
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

受
付
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙（
役
場

総
務
防
災
課
備
え
付
け
）
に
記
入
し
、
次
の

書
類
を
添
え
て
、
役
場
総
務
防
災
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業（
見
込
）
証
明
書

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

一
般
事
務
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

■
職
種　
一
般
事
務
補
助

■
勤
務
場
所　
揖
斐
川
町
役
場

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
時
間

月
～
金
曜
日
８
時
30
分
か
ら
17
時

（
国
民
の
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

■
賃
金
等　
時
給
９
４
２
円

■
必
要
資
格　
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
方

	

（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
等
）

■
期
間　
６
月
１
日（
月
）
～

�

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）

■
応
募
方
法

　
　

履
歴
書（
写
真
添
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限　
５
月
15
日（
金
）
必
着

※
５
月
中
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費（
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

５
月
１
日（
金
）
～
５
月
15
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　
６
月
下
旬
を
予
定

② 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

  

令
和
２
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）
の
入
室
申
請
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室（
夏
休

み
期
間
）
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
の

児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
で
、

昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
家
庭
の
児
童
で
、
左
記
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

②
就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）

が
昼
間
留
守（
お
お
む
ね
８
時
～
15
時
以

降
ま
で
）
と
な
る
児
童
で
開
設
場
所
ま
で

児
童
を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間
・
時
間

７
月
21
日（
火
）
～
８
月
26
日（
水
）

�

（
土
･
日
･
祝
日
、
８
月
13
・
14
日
は
除
く
）  

８
時
～
18
時　

■
利
用
料
金

・
利
用
料　

９
，
０
０
０
円

・
保
険
料　

３
０
０
円

　

利
用
料
・
保
険
料
は
８
月
31
日
に
口
座
振

替
し
ま
す

・
別
途「
お
や
つ
代
」
と
し
て
７
０
０
円
が

必
要
で
す

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法　

①
入
室
希
望
者
…
役
場
子
育
て
支
援
課

　

窓
口
ま
た
は
各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申

請
書
類
を
入
手
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ

提
出

②
既
入
室
者
…
別
途
各
教
室
を
通
じ
入
室
希

望
調
査
を
行
う
た
め
、
申
請
は
不
要

■
受
付
期
間

　

５
月
18
日（
月
）～
５
月
25
日（
月
）の
平
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
そ
の
他

毎
年
夏
休
み
期
間
の
み
開
設
す
る
春
日
小

学
校
内
で
の
留
守
家
庭
児
童
教
室
に
つ
い
て

は
、
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）
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高
齢
運
転
者
後
付
け
安
全
装
置
設

置
に
関
す
る
補
助
制
度
の
ご
案
内

■
対
象
者

令
和
２
年
４
月
15
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
15

日
の
間
に
後
付
け
安
全

装
置
の
設
置
を
行
っ

た
、
揖
斐
川
町
内
に
住

所
を
有
す
る
75
歳
以
上

の
方
。

※
後
付
け
の
安
全
装
置
に
つ
い
て
、
急
発
進

等
抑
制
装
置
の
先
行
個
別
認
定
要
領
に

基
づ
く
認
定
を
受
け
た
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
支
援
内
容

自
家
用
車
１
台
あ
た
り
１
万
円
を
補
助
。

た
だ
し
、
補
助
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
回
限

り
の
交
付
と
し
ま
す
。

■
必
要
書
類

印
鑑
、補
助
金
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の
、

お
よ
び
左
記
の
書
類
を
総
務
防
災
課
窓
口
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
後
付
け
の
安
全
装
置
設
置
を
証
す
る
書
類

②
運
転
免
許
証

③
後
付
け
の
安
全
装
置
を
設
置
す
る
、
自
家

用
自
動
車
の
自
動
車
検
査
証
の
写
し
。

④
支
払
額
が
分
か
る
も
の（
領
収
書
等
）
の

写
し
。

■
申
請
期
間

４
月
15
日
～
令
和
３
年
３
月
15
日

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

  

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
の

�

一
部
を
補
助
し
ま
す

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助
事
業

　

老
朽
化
や
劣
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

地
震
等
に
よ
り
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。倒
壊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

撤
去
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

①
国
・
県
道
お
よ
び
町
管
理
道
路（
通
学
路

を
含
む
）
に
接
し
て
い
る
こ
と

②
道
路
地
盤
面
か
ら
高
さ
60
㌢
以
上
で
あ
る

こ
と

※
私
道
お
よ
び
民
地
境
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は

対
象
外

■
補
助
対
象
の
工
事

①
道
路
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
を
40
㌢
以
下
に

切
り
下
げ
る
、
も
し
く
は
撤
去
す
る
工
事

※
原
則
、
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す
る

場
所
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
全
て
工

事
対
象
と
す
る
こ
と

②
前
面
道
路
が
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項

に
該
当
す
る
場
合
は
後
退
範
囲
内
に
お

い
て
全
撤
去
と
す
る

■
補
助
額
・
上
限
額

①
補
助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

②
上
限
10
万
円

■
注
意
事
項

①
補
助
し
た
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す

る
場
所
に
再
度
災
害
に
つ
な
が
る
恐
れ

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
設
置
し
な
い

こ
と

②
工
事
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

③
施
工
業
者
は
、
建
設
業
法
第
３
条
第
１
項

の
許
可
を
受
け
た
建
設
業
者
に
限
る

■
受
付
開
始
日　
４
月
30
日（
木
）

　

補
助
に
あ
た
り
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

  

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
支
援
を

�

行
っ
て
い
ま
す

今
後
起
こ
り
得
る
地
震
災
害
に
備
え
、
地

震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

「
耐
震
診
断
」
と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状

態
を
評
価
し
、
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と

で
す
。

耐
震
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
お
住
ま

い
の
木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
こ
の
機
会
に
実
施
し
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

※
当
事
業
で
は「
一
般
診
断
法
」
に
よ
る
耐

震
診
断
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

補
助
対
象
と
な
る
住
宅
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
一
戸
建
て
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅（
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
）

②
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の

半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　
無
料

■
受
付
棟
数　
10
棟

■
受
付
開
始
日　
５
月
18
日（
月
）

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

　

�

（
補
強
）

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、「
倒
壊
の

お
そ
れ
あ
り
」
と
さ
れ
た
住
宅
の
補
強
改
修

工
事
を
所
有
者
が
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
改
修
工
事

①
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
耐
震
改

修
に
関
す
る
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
を

実
施
す
る
工
事
。

②
改
修
工
事
に
よ
っ
て
建
物
評
点
が
一
定
以

上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
工
事
。

　

た
だ
し
、
町
承
諾
後
の
着
工
で
事
業
年
度

内
に
工
事
が
終
了
し
、
支
払
い
完
了
で
き

る
こ
と
。

■
補
助
金
額

対
象
工
事
費
の
最
大
61
．
5
％
（
最
大

１
０
１
万
９
千
円
。
改
修
の
方
法
に
よ
り
、

補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
）

■
受
付
棟
数　
若
干
数

■
受
付
開
始
日　
５
月
18
日（
月
）

※
事
前
に
具
体
的
な
ご
相
談
が
あ
る
場
合
は

優
先
し
て
受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

 

令
和
２
年
工
業
統
計
を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
統
計
法
に
基
づ
く
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象

　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

■
調
査
時
点　
６
月
１
日

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

※
対
象
と
な
る
装
置
、取
付
方
法
な
ど
に
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
窓
口
ま
た
は

お
電
話
に
て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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長
者
の
里
キ
ャ
ン
プ
場

�

維
持
管
理
人
を
募
集
し
ま
す

■
職　
　
種	

施
設
維
持
管
理

■
勤
務
場
所	
長
者
の
里
キ
ャ
ン
プ
場

■
募
集
人
数	
１
人（
女
性
）

■
勤
務
時
間	
９
時
か
ら
12
時

	

（
１
日
の
場
合
も
あ
り
）

■
賃
金
等	

時
給
９
４
２
円

■
業
務
内
容	

シ
ー
ツ
交
換
、
掃
除
等

■
期　
　
間	

６
月
１
日（
月
）
～

�

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）

■
応
募
方
法

　
　

履
歴
書（
写
真
添
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限　
５
月
15
日（
金
）
必
着

　

※
５
月
下
旬
ま
で
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
観
光
文
化
戦
略
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
６
２
）

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

「
館
収
蔵
品
展
」
の
ご
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
館
収
蔵

の
軸
や
書
画
、
写
真
な
ど
を
公
開
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
場　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

	

展
示
室

■
期
間　
５
月
30
日（
土
）～
６
月
28
日（
日
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

℡
２
２
‒
５
３
７
３

℡
２
２
‒

２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

  

新
し
い
坂
内
駐
在
所
が

�

誕
生
し
ま
し
た

揖
斐
警
察
署
坂
内
駐
在
所
は
、
建
物
の
老

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
元
年

９
月
よ
り
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
３
月
26
日
に
工
事
が
終
了
し
、
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

新
し
い
駐
在
所
は
、
旧
駐
在
所
に
は
無

か
っ
た
相
談
室
や
外
来
者
用
ト
イ
レ
を
備
え

た
ほ
か
、
警
察
官
の
安
全
に
も
万
全
の
対
策

を
講
じ
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

住
所　
揖
斐
川
町
坂
内
広
瀬
９
３
５

℡
５
３
‒
２
１
０
６

鵜
飼
の
図
（
野
原
櫻
州
）

　フランスで、23年間暮らし、実家の神社を継ぐため
に帰ってきました。
　帰ってきて驚いたのは、古き良き日本の伝統文化を
色濃く残す揖斐川町の暮らしぶりが大変素晴らしいと
いうことです。
　例えば、タケノコを掘って糠であく抜きをして食べ
る、こんな何気ない日常の風景が、外国人にはとても
魅力的に映ります。そもそも、コメを削った粉をあく
抜きに使ったり、ぬか床として保存食づくりに利用す
るといった発想は、少なくともヨーロッパにはなく、

　町では、長年フランスで教師を
された経験を活かし、町内で外国
人向けのゲストハウスを開業された
保井円さんに、『地域づくりアド
バイザー』を委嘱しました。
今後は、揖斐川町独自の
魅力や価値の向上に対
する指導・助言をい
ただきます。

揖斐川町  地域づくり
               アドバイザー 保井 円さん（大和）

やすい　　　 まどか

その知恵の奥深さに感動します。
　振り返ってみると、揖斐川町の暮らしには、ワラビな
どの山菜やセリなどの野草といった自然の恵みを無
駄なくいただいたり、多くの食物を保存食として再利
用する昔ながらの暮らしぶりがまだまだ残っていま
す。そしてこれらは、世界に誇る日本の文化です。
　食文化一つとっても、これだけ豊かな揖斐川町の
生活。これらを生活のあらゆる面で見直し、生かして
いくことこそ、今後の日本の進むべき道ではないで
しょうか。

古き良き日本の伝統文化を色濃く残す 揖斐川町の暮らしぶりが大変素晴らしい

▲昨年は、世界的に有名な格闘家のジェロム・レ・バンナさんも
保井さんのゲストハウス「宿屋揖斐川」で4泊され、揖斐川町に
ついて「ココこそ日本の原風景。移住したい」と絶賛されました。
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＜地域おこし協力隊＞は、都市部の住民が地方に移住し、地域おこしの担い手と
なる総務省の制度で、全国の地方部で多くの隊員が活動しています。
　揖斐川町にも、3月より新たに1名の隊員が着任し、現在2名が活動しています。
今月・来月と隊員を紹介します。
　まちで見かけたら気軽に声をかけてください！

その1

新たな視点と発想で、町をもっと元気に！

地域おこし協力隊

　信州大学にて森林科学を専攻し、卒業後の2018年
４月に揖斐川町地域おこし協力隊に就任。（３年目）
　木育や森のようちえんなどの環境教育分野を中心に
活動しています。昨年は、森のようちえん全国交流フォ
ーラムの司会も務めました。

　ほかにも『揖斐ジモト大学』や、谷汲にてコワーキング
スペース『畑オフイス』での活動も行なっています。まち
づくりに関する話し合いの際には、グラフィックレコーデ
ィング（絵と文字で記録し、話し合いの内容を見える化
する手法）を用いるなど、多方面で活躍しています。

植村友美 うえむら・ともみ　（滋賀県湖南市出身）

木育（もくいく）の推進で町内の幼児園へ 森のようちえん全国交流フォーラムでは
司会も務めました

話し合いの内容を絵と文字で記録し「見える
化」するグラフィックレコーディング

広大なフィールドで活動する森のようちえん
にて

有

料

広

告

欄
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寿
長
ご

さ
ん

3
月
の

所
ところ

　ひな子 さん
95歳（春日六合）

高
たか

橋
はし

　春
はる

ゑ さん
95歳（小津）

田
た

中
なか

　つね さん
95歳（𦙾永）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
次
の
方
は
、
お
名
前
の
み
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
宗そ
う

宮み
や

　
一か
ず

枝え 

さ
ん（
三
輪
）
100
歳

　
高た
か

橋は
し

　
た
き
ゑ 

さ
ん（
日
坂
）
95
歳

■
お
仕
事
の
受
付

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り　

＊
庭
木
剪
定

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

＊
軽
作
業　

＊
社
内
清
掃　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

　

２
月
～
３
月
に
町
内
各
地
で
令
和
２
年
度

の
会
員
登
録
会
を
行
い
、多
く
の
方
に
ご
登
録

い
た
だ
き
ま
し
た
。登
録
後
は
、町
内
の
家
庭
や

企
業
か
ら
依
頼
を
受
け
た
仕
事
に
、得
意
な
分

野
で
就
業
し
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。特
に

春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
草
刈
り
や
、秋
冬
の
庭

木
の
剪
定
の
ご
依
頼
が
多
く
、対
応
で
き
る
会

員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。経
験
の
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、希
望
者
は
技
術
講
習
会
へ
の
参
加
や

先
輩
会
員
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
就
業
に
つ
な
が
り
ま
す
。60
歳
以
上
の
健

康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
登
録
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
お
よ
び
入

会
説
明
会
』に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　
５
月
19
日（
火
）　

　

10
時
開
始（
約
一
時
間
半
か
か
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

３
月
18
日（
水
）、
㈲
揖
斐
川
清
掃
代
表
取

締
役
社
長　

宮
本
実
浩
様
か
ら
社
会
教
育
振

興
の
た
め
に
寄
附
金
１
０
０
万
円
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
３
日（
金
）、
㈱
イ
ノ
ア
ッ
ク
住
環
境

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
伸
明
様
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

マ
ス
ク
３
０
０
枚
と
寄
附
金
50
万
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

新規出荷者大募集

〒501‒1201 岐阜県本巣市山口767番地
0581-34-4755道の駅 織部の里もとす

育てた野菜や果実などを販売してみませんか育てた野菜や果実などを販売してみませんか
●入会希望者の方 詳しくは下記までお気軽にお問い合せください。

営業時間
8：30～17：00

営業時間
8：30～17：00
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